
3 

はじめに

　「初任の先生のクラスは８割が荒れていく！」
　たくさんの先生方からこのような声を聞きます。なぜ初任の先生のク
ラスは荒れるのでしょうか。
　ここには、現在の初任者指導のあり方が大きく関わっているのだと考
えています。
　
１ クラスが軌道に乗るには、まず「土台づくり」！
　現在の初任者指導は、「授業」に特化しています。
　指導の先生たちが、「授業がうまくいくことがクラスを軌道に乗せて
いくのだ！」と思い込んでいるからです。
　初任のクラスが荒れ出すと、指導の先生はきまって、
　「先生の授業がつまんないからだよ！　もっと教材研究をしなくては
ならない！」と指導していきます。
　初任の先生も、確かにつまらない授業をしていると自覚しているの
で、一生懸命教材研究をしようと頑張ります。指導書を丹念に読み込ん
だり、指導案を書いたりします。教材研究といっても、この程度しかで
きません。分刻みの生活をしているのですから。
　それでも、クラスの荒れは治まりません。ますます荒れていきます。
　だから、結局初任の先生は、「自分は教師に向いていない！」と結論
づけます。そして辞めていきます。
　こんな事例を数多く見聞きするようになりました。
　なぜ荒れるのでしょうか。
　私たちの答えは、１つです。
　「土台づくりに失敗しているからだ！」と。
　「授業のつまらなさ」が原因ではありません。
　最初に学級をつくること（学級づくり）、子供たちとの関わり方（関
係づくり）、集団のつくり方（集団づくり）が問題なのです。この「土
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台づくり」に失敗しているのです（くわしくは、拙著『新卒時代を乗り
切る！　教師１年目の教科書』を参照してください）。
 
２　クラスが軌道に乗ったら、授業の出番！
　それでは、「授業のつまらなさ」はそのままでいいのかということに
なります。そんなわけはありません。
　ただ、初任の先生たちは、すぐには授業が上手になりません。さまざ
まな問題が浮き彫りになります。
　その浮き彫りになってくる課題を１つ１つ克服していくことが大切に
なります。
　クラスに「土台」ができたら、次には、その土台の上に「授業」を乗
せていくのです。さらにクラスを軌道に乗せていくのです。
　そこでの課題は、毎日の授業（日常授業）をどのように軌道に乗せて
いくかになります。
　
　そのために、私たちは、この本を書きました。
　私たちは、オンラインで初任者講座「オンライン教師１年目の教室」
を開いています。２月から７月までの月１回の講座です。
　その講座のスタッフ４人（野中、秦、水谷、田村）でこの本を仕上げ
ました。
　この本は特別な「ごちそう授業」を提供しているのではありません。
私たちが今まで初任の先生を指導してきた経験をもとに、どうすれば毎
日の授業を豊かにしていくことができるのかに絞って提案しています。
　くり返しになりますが、大切なことは毎日の「日常授業」をうまく軌
道に乗せることなのです。

　2023年７月

野中　信行
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　学校では、毎時間ノートを使います。教師の板書や教科書を写す、自
分の考えを書く、計算や漢字の練習をするなど、授業のあらゆるシーン
で登場してきます。ただ、初任の先生の中で、ノート指導を気に留めて
指導している人は非常に少ないと感じています。
　ノート指導は、子供たちにとって学習の基本です。しっかり指導すれ
ば、それだけ大きな力となります。この項では、子どもが書いた算数の
ノートを例にしながら示していきたいと思います。

基本の型

2STEP

ノート指導はすべての基本

ノート指導

行間をしっ
かりあける

「めあて」
や問題番
号を入れ
る

段落の意識もしっかりさせる

線は、定
規でしっ
かり引か
せる

日付・ページ・単元名を書かせる（単元の番号も）
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窮屈ノートとゆったりノートのちがい
　子供は、ノートをのびのび使うのがもったいないと考えます。きちん
と教えなければぎっしりと「詰めて書く」子が出てきます。
　下のノートの画像を見てください。

　とても窮屈ですね。縦横をそろえる意識も皆無です。こういうノート
の使い方は、もちろんよくありません。学習中に間違えやすくなります
し、他の計算と混同してしまうケースが出てきます。そして、見返した
ときも非常に見にくいです。
　ではどうするか。ゆったりノートを目指しましょう。

ゆったりノートの作り方
１：タイトルと問題の間は
　　１行あける。
２：番号の縦横をそろえる。
３：問題と問題の間を１マ
　　スあける。
４：改行する際には、１行
　　あけて問題を書く。
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　教師の立ち位置は通常、下図のⒶになります。
　教具等を置くために教師の前に教卓を置くこともあるでしょう。
　ただし、教師や子供が動きやすいように、また黒板が見やすいよう
に、図の点線で囲んだ空間を空けておくことが重要です。オルガンや給
食台があるとバリケードのようになり、教師と子供たちの間の障壁にな
りかねません。教卓を端に移動すれば教師の姿が見やすくなり、身振り
手振りも合わせた表現が可能にな
ります。また、基本的には丸つけ
などをする場合を除いて、椅子に
座って授業することは避けます。
　黒板を使う場合はⒷのように黒
板付近に立ちますが、子供たちに
はなるべく背中を見せないように
します。板書しながらも常に身体を斜めにして子供たちの様子に注意を
向けることが大切です。

黒板の前を離れ、アクティブに授業しよう

　初任者の多くが、無意識のうちに黒板の前だけを自分の居場所だと勘

4STEP

スッキリしているから動ける

教師の立ち位置 

Ⓐ Ⓑ

Ⓒ
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違いします。自分の立ち位置によって見えるものに変化があることに気
づく必要があります。
　まず、自分の立ち位置から見える範囲を確認します。４月の初めに黒
板前の中央に立ち、教室全体を眺めてみてください。どこが見えやす
く、どこが見えにくいのかを確認するのです。自分の身体の正面ほど見
えやすく、視野角のうち90度を超えた部分は見えにくいことがわかる
はずです。自分の足下に近い部分や、遠く離れた部分も見えにくいと思
います。身体の後方は、気配を感じますが、基本見えません。
　つまり、一点に留まっていたのでは死角が生まれてしまうわけです。
これを防ぐには、Ⓒのように自分が教室内を動いて、死角ができにくい
ようにする必要があります。

①首を左右に動かす。
②机間巡視する。
③時には子供の真横に腰を屈めてしゃがみ込む。

　いつも黒板辺りから見ていたのでは、授業に飽きて、子供が机の下で
手いたずらをしていても見えないのです。本当に、授業に集中できてい
るかを見るためにも、授業に緊張感を生み出すためにも、教師は動く必
要があります。

近づくフォローで子供が元気になる
　教師が子供の傍に行かないと見えないこともあります。たとえば、
ノートです。子供がノートに自分の意見を書く場面を思い浮かべてくだ
さい。一人一人が書く意見は異なるはずです。それを丹念に見て回り、
普段あまり発言しない子が素晴らしい意見を書いていたら、「いいね。
これ、素晴らしい」と子供の近くでささやくのです。
　フォローしたその子は、自信を持って発表するかもしれません。じっ
としていてはその子の努力が見えません。「動く」は鉄則です。 （秦）
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　算数は教科の中でも嫌いだという子供が多い教科です。反面、好きに
なると俄然「勉強好き」になる教科でもあります。今回は、算数嫌いの
「マインド」を変える算数授業の最初の1時間目のつくり方を東京書籍
の２年生の教科書をもとに紹介したいと思います。

表紙で遊べ！（10分）
　初任者の先生がやりがちなのは、すぐに「大単元」に入ってしまうこ
とです。これでは、教科書のよさを捨ててしまうことになります。
　私だったら、次のように授業を展開します。
教師「皆さんは、何年生になりましたか？」
子供「２年生です」
教師「実は、この算数の教科書の表紙には、皆さんの学年の数字である
『２』がたくさん隠れています。探してみてください」

　ヨットの帆に２が書いてあったり、２のカタチをしたアヒルが２
羽いたりするなど、見つけるポイントがたくさんあります。こう
いった「発見」から算数が楽しくなっていきます。また、子供た
ちの回答から、ある程度思考の癖を見ることもできます。

3STEP

嫌いな教科の代表

算数は表紙、目次、
小単元を使ってみよう
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目次で遊べ！（５分）
　表紙で遊んだら、目次に進みましょう。目次も立派な教材です。
教師「表紙をめくりましょう。何が書かれていますか？」
子供「目次です」
教師「ここには、どんな勉強をするのかが書かれています。いくつ学習
がありますか？」

子供「10個あります」
教師「では、先生が数字を言ったら、その学習の名前を言いましょう」

　目次を使う目的は、学習の見通しを持たせるためです。音読を
使って展開しましょう。慣れてきたら、教師がランダムで数字を
言い指示を聞いているかを試すのもいいです。

小単元を活用せよ！（25分）
　次に、小単元「学びのとびら」を活用し、算数の授業のルーティーン
づくりを進めましょう。初任の先生にとっては、大単元に入る前のよい
練習になります。続いて次ページの「マイノート」の項目を参考にして
みてください。下手なことはせず、順番どおり、教科書どおりでいいの
です。

教科書の「つくり」を理解させよう（５分）
　教科書には、数々の記号が使われています。それらの意味を理解させ
ることにより、教科書を「活用」する素地を養うことができます。
　また、教科書は「自主学習」ができるように補充の問題が付録として
ついています。そういったことを紹介することにより、子供たちのやる
気や自主性を引き出すことができます。 （水谷）


	134db667296c5f853beac80730f4d68caf4af368ef40a885996bbf9db778bfca.pdf

